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東
風
協
第
５
回
作
品
展
・
創
立
10
周
年
記
念
展

「
美
し
い
日
本
」

開
催
の
準
備
開
始
ご
報
告

お

知

ら

せ

錦
秋
と
星
空
風
景
の
栂
池
高
原
・

天
空
の
絶
景

八
方
尾
根
撮
影
ツ
ア
ー
ご
案
内

★
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

上
位
入
選
者

フ
ォ
ト
コ
ン
誌
５
月
号

組
み
写
真
の
部

特
選

佐
藤

登

「
能
衆
の
舞
い
」

フ
ォ
ト
コ
ン
誌
６
月
号

組
み
写
真
の
部

特
選

佐
藤

登

「
鬼
祭
の
夜
」

２
ヶ
月
連
続
特
選
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

★
新
規
入
会
会
員
紹
介

宮
城
県
大
崎
市

浅
野

功

宮
城
県
仙
台
市

片
方

善
朗

宮
城
県
仙
台
市

斉
藤

進

★
北
上
復
興
支
援
セ
ミ
ナ
ー

「
東
風
季
報
」
第
３
１
号
に

北
上
復
興
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開
催

予
定
を
記
載
し
ま
し
た
が
、
ヨ

シ
焼
き
の
時
期
に
合
わ
せ
て
の

開
催
企
画
が
清
水
講
師
や
ヨ
シ

焼
き
の
時
期
及
び
北
上
川
の
堤

防
と
道
路
の
修
復
工
事
等
で
調

整
が
つ
か
ず
、
開
催
に
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
現
在
、
ヨ
シ
が

一
番
綺
麗
な
時
期
に
な
る
１
２

月
５
日
（
土
曜
）
６
日
（
日
）

開
催
で
調
整
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
詳
細
決
ま
り
ま
し
た
ら
改

め
て
ご
案
内
致
し
ま
す
。

★
第
５
回
作
品
展
「
美
し
い
日

本
」
を
来
年
開
催
致
し
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
に
は
是
非
共

参
加
と
出
展
に
向
け
て
の
作
品

創
り
を
お
進
め
戴
き
ま
す
よ

う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
年
度
の
撮
影
実
習
セ
ミ
ナ

ー
開
催
日
程
が
決
ま
り
ま
し

た
。
今
年
の
撮
影
実
習
は
１

回
だ
け
に
な
り
、
総
会
時
に

お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た
今
年

度
事
業
計
画
に
よ
り
、
第
２

回
目
の
セ
ミ
ナ
ー
は
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
の
画
像
保
存
方
法

等
の
勉
強
会
を
秋
に
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
決
ま

り
次
第
改
め
て
お
知
ら
せ
致

し
ま
す
。

実
施
期
日

７
月
３
０
日

（
木
）
午
前
９
時
３
０
分
～

撮
影
地

榴
岡
公
園
、
新
寺

界
隈
の
寺
院
群

集
合
場
所

榴
岡
公
園
噴
水

広
場
前
（
雨
天
決
行
）

参
加
費

２
，
０
０
０
円

（
会
場
費
、
設
備
費
、
Ｐ
Ｃ

機
材
等
の
費
用
に
充
当
）

講
師

竹
内

正
会
長

募
集
人
員

２
０
名
（
フ
イ

ル
ム
カ
メ
ラ
、
又
は
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
合
計
の
人
数
で
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

参
加
申
し
込
み
方
法

丸
山
慎
一
撮
影
セ
ミ
ナ
ー
担

当
幹
事
宛
へ
電
話
に
て
お
申

込
み
下
さ
い
携
帯
：
０
９
０-

５
５
９
４-

１
４
３
９

申
込
み
締
切
７
月
１
８
日

申
込
み
会
員
に
は
７
月
２
４

日
迄
に
、
参
加
票
を
送
付
致

し
ま
す
。

参
加
費
は
当
日
集
金
。

尚
、
今
回
の
昼
食
も
希
望
者

の
み
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
内
レ

ス
ト
ラ
ン
に
予
約
。

セ
ミ
ナ
ー
会
場

（
仙
台
駅

東
口
パ
ル
シ
テ
ィ
ー
５
階
）

仙
台
市
生
涯
学
習
支
援
セ
ン

タ
ー
５
階
会
議
室

主
な
予
定

９
時
30
分
～
11
時
40
分
撮
影

（
榴
岡
公
園
、
新
寺
界
隈
）

12
時
～
12
時
50
分
各
自
昼
食

13
時
～
16
時
30
分

講
師
セ
ミ
ナ
ー
、
作
品
セ
レ

ク
ト
、
講
評

17
時

終
了
、
解
散

撮
影
は
リ
バ
ー
サ
ル
フ
ィ

ル
ム
又
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

リ
バ
ー
サ
ル
は
増
感
、
減

感
、
マ
ウ
ン
ト
指
定
不
可
。

デ
ジ
タ
ル
は
Ｊ
ｐ
ｅ
ｇ
フ
ァ

イ
ル
の
み
。

フ
イ
ル
ム
セ
レ
ク
ト
用
ラ

イ
ト
ボ
ッ
ク
ス
、
ル
ー
ペ
、

マ
ウ
ン
ト
５
コ
マ
、
は
さ
み

等
は
用
意
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
は
パ
ソ
コ
ン
に

て
画
像
を
５
点
セ
レ
ク
ト

後
、
フ
ァ
イ
ル
を
保
存
し
、

デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
映
写
、
講
評
し
ま
す
。

ま
た
、
参
加
さ
れ
た
方
の
作

品
を
東
風
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
欄
に
掲
載
致
し

ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ

い
。尚

、
撮
影
実
習
セ
ミ
ナ
ー

は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
の
参

加
者
が
多
く
な
り
、
フ
イ
ル

ム
カ
メ
ラ
で
の
参
加
者
減
少

に
よ
り
現
像
の
数
量
が
減
っ

て
依
頼
す
る
カ
メ
ラ
店
に
ご

無
理
を
お
願
い
し
て
お
り
、

ま
た
ラ
イ
ト
ボ
ッ
ク
ス
等
フ

イ
ル
ム
選
考
に
使
用
す
る
用

具
類
の
準
備
の
為
丸
山
講
師

に
大
変
お
手
間
を
お
掛
け
し

て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
理
由

か
ら
今
回
で
終
了
さ
せ
て
頂

く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。
フ

イ
ル
ム
カ
メ
ラ
で
ご
参
加
の

会
員
の
方
に
は
大
変
恐
縮
で

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
一
昨
年
と
２
年
連
続

で
企
画
・
実
施
し
ま
し
た
千
畳

敷
カ
ー
ル
と
上
高
地
を
組
み
合

わ
せ
し
ま
し
た
当
協
会
企
画
撮

影
ツ
ア
ー
は
何
回
行
っ
て
も
撮

る
も
の
が
沢
山
有
っ
て
良
い
場

所
な
の
で
す
が
、
今
年
は
行
先

を
栂
池
高
原
と
白
馬
八
方
尾
根

の
絶
景
が
映
り
込
む
八
方
池
で

の
撮
影
ツ
ア
ー
に
変
更
し
て
企

画
致
し
ま
し
た
。

栂
池
高
原
は
長
野
県
小
谷
村

に
あ
り
ま
す
が
栂
池
自
然
園
は

新
潟
、
富
山
、
長
野
、
岐
阜
の

４
県
に
ま
た
が
っ
た
中
部
山
岳

国
立
公
園
の
中
に
あ
り
ま
す
。

宿
泊
予
定
の
栂
池
ヒ
ュ
ッ
テ
は

標
高
１
，
８
６
０
ｍ
の
高
地
に

あ
り
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
２
回

乗
り
継
い
で
雲
海
に
浮
か
ぶ
ア

ル
プ
ス
の
風
景
や
晴
れ
た
夜
で

あ
れ
ば
白
馬
連
峰
な
ど
を
入
れ

て
綺
麗
な
星
空
撮
影
も
期
待
で

き
ま
す
。
一
方
八
方
尾
根
の
白

馬
池
は
ゴ
ン
ド
ラ
と
リ
フ
ト
を

乗
り
継
い
で
終
点
の
八
方
池
山

荘
に
到
着
後
そ
こ
か
ら
木
道
コ

ー
ス
な
ど
の
八
方
尾
根
自
然
研

究
路
を
歩
い
て
９
０
分
ほ
ど
で

到
着
し
、
お
天
気
が
良
け
れ
ば

池
に
は
紅
葉
に
彩
ら
れ
た
白
馬

三
山
が
映
り
込
む
景
色
等
を
堪

能
で
き
ま
す
。

（
撮
影
ポ
イ
ン
ト
）

●
初
日
の
栂
池
高
原
は
夕
方
に

到
着
。
紅
葉
の
美
し
い
栂
池
自

然
園
の
周
辺
や
白
馬
三
山
な
ど

ア
ル
プ
ス
の
自
然
夕
景
と
晴
れ

て
い
れ
ば
夜
は
周
り
の
山
々
を

背
景
に
星
の
流
れ
る
ラ
イ
ン
を

入
れ
た
星
空
撮
影
を
。
翌
早

朝
は
日
の
出
る
前
に
早
起
き

し
真
っ
赤
に
染
ま
っ
た
朝
焼

け
の
雲
海
や
山
々
を
、
ま
た

自
然
園
内
か
ら
見
ら
れ
る
白

馬
乗
鞍
岳
や
園
内
に
茂
る
木

々
や
草
花
、
木
道
な
ど
を
撮

影
出
来
ま
す
。

●
白
馬
八
方
尾
根
で
は
到
着

後
は
夕
景
撮
影
を
。
翌
日
は

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
リ
フ
ト
を

２
回
乗
り
換
え
て
の
八
方
尾

根
ア
ル
ペ
ン
ラ
イ
ン
の
終
点

八
方
池
山
荘
に
昇
り
、
標
高

２
，
０
６
０
ｍ
に
あ
る
八
方

池
を
目
指
し
て
６
キ
ロ
の
コ

ー
ス
を
撮
影
し
な
が
ら
移
動

し
、
池
の
映
り
込
み
や
周
辺

の
山
々
を
撮
影
。
池
ま
で
の

往
復
所
要
時
間
は
少
し
余
裕

を
見
て
３
時
間
３
０
分
ほ
ど

を
要
し
ま
す
。
八
方
池
ま
で

行
け
な
い
方
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
の
標
高
１
，
４
０
０
ｍ
の

兎
平
駅
周
辺
や
リ
フ
ト
で
昇

っ
た
途
中
駅
の
標
高
１
，
６

８
０
ｍ
黒
菱
平
、
標
高
１
，

８
３
０
ｍ
に
あ
る
八
方
池
山

荘
周
辺
か
ら
見
え
る
ア
ル
プ

ス
の
山
々
や
紅
葉
風
景
を
撮

影
出
来
ま
す
。

旅
行
期
間

平
成
２
７
年

１
０
月
４
日
（
日
）
～
６
日

（
火
）
の
２
泊
３
日

費
用

５
９
，
０
０
０
円

添
乗
員
の
同
行
な
し

募
集
人
員

４
０
名
（
最
少

催
行
人
数
３
０
名
）
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り

食
事
条
件

朝
食
２
回
・

昼
食
１
回
・
夕
食
２
回

宿
泊
先

①
栂
池
ヒ
ュ
ッ
テ

②
ホ
テ
ル
対
岳
館

（
各
４
名
～
６
名
１
室
）

集
合
場
所

泉
区
役
所

駐
車
場

７
時
１
０
分

仙
台
駅
東
口
７
時
４
０
分

同
行
講
師

竹
内

正
・
丸
山

慎
一

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
み

河
北
新
報
ト
ラ
ベ
ル
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
２
２
―

２
１
１
―
６
９
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
２
―

７
２
３
―
４
６
７
２

営
業
時
間

９
：
３
０
～

１
７
：
３
０
ま
で

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
お

休
み
で
す
）

お
申
し
込
み
は
河
北
新
報
ト

ラ
ベ
ル
の
み
の
受
付
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

今
年
度
第
１
回
撮
影
実
習
セ
ミ
ナ
ー
開
催
ご
案
内

辰
野
清
先
生
ス
ラ
イ
ド
＆
ト
ー
ク

セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
つ
い
て
ご
案
内

今
年
の
総
会
時
に
は
当
協
会

顧
問
の
椎
名
亮
介
先
生
に
セ
ミ

ナ
ー
を
お
願
い
し
、
多
く
の
会

員
の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

第
２
回
の
ス
ラ
イ
ド
＆
ト
ー

ク
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
つ
い
て
お

願
い
出
来
る
先
生
を
探
し
て
お

り
ま
し
た
処
、
「
風
景
写
真
」

誌
と
富
士
フ
イ
ル
ム
社
が
共
同

で
開
催
し
ま
し
た
、
「
美
し
い

風
景
写
真
１
０
０
人
展
」
の
作

品
展
に
際
し
、
２
月
２
６
日
に

辰
野
清
先
生
の
ス
ラ
イ
ド
ト
ー

ク
が
富
士
フ
イ
ル
ム
仙
台
ビ
ル

特
設
会
場
に
て
開
催
さ
れ
、
終

了
後
に
「
風
景
写
真
」
誌
の
石

川
薫
編
集
長
と
辰
野
清
先
生
、

進
藤
幹
事
長
が
ご
一
緒
す
る
機

会
を
得
ま
し
た
。
そ
の
折
に
は
竹

内
会
長
、
鈴
木
前
会
長
と
秋
葉
副

会
長
、
佐
々
木
康
照
監
事
も
ご
一

緒
し
、
東
風
協
の
こ
と
等
も
交
え

て
親
し
く
お
話
し
す
る
こ
と
が
出

来
、
協
会
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
も
打

診
し
ま
し
た
ら
、
話
が
纏
ま
れ
ば

東
北
に
来
る
機
会
も
あ
る
の
で
そ

の
折
に
や
っ
て
も
良
い
と
お
話
し

頂
き
ま
し
た
。
今
回
辰
野
先
生
と

お
打
合
せ
し
た
結
果
、
１
０
月
２

８
日
（
水
）
午
後
に
開
催
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
は
日
立

シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台
の
エ
ッ

グ
ホ
ー
ル
を
予
約
し
ま
し
た
。
詳

細
は
別
途
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

大
変
役
に
立
つ
お
話
し
が
多
い
の

で
、
是
非
ご
期
待
下
さ
い
。

隔
年
で
開
催
し
て
お
り
ま

す
作
品
展
の
開
催
場
所
予
約

申
し
込
み
で
、
何
時
も
利
用

し
て
い
る
「
せ
ん
だ
い
メ
デ

ィ
ア
テ
ー
ク
５
階
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ｂ
」
の
来
年
３
月
３
１
日

か
ら
９
月
２
８
日
迄
の
期
間

で
の
利
用
申
し
込
み
が
４
月

１
日
か
ら
４
月
３
０
日
迄
で

締
め
切
ら
れ
ま
し
た
。

第
４
回
作
品
展
は
昨
年
８

月
２
２
日
～
２
７
日
迄
開
催

し
ま
し
た
が
、
次
回
開
催
に

つ
い
て
役
員
・
幹
事
会
に
て

打
ち
合
わ
せ
た
結
果
、
来
年

の
同
じ
よ
う
な
時
期
に
申
し

込
む
こ
と
に
決
定
し
、
第
１

希
望
使
用
期
間
と
し
て
平
成

２
８
年
９
月
８
日
（
木
）
～

９
月
１
４
日
（
水
）
、
第
２

希
望
は
８
月
２
５
日
（
木
）

～
３
１
日
（
水
）
、
第
３
希
望

は
７
月
２
８
日
（
木
）
～
８
月

３
日
（
水
）
迄
で
予
約
申
し
込

み
を
行
い
ま
し
た
。

利
用
申
し
込
み
が
重
複
し
た

場
合
は
調
整
、
又
は
第
１
希
望

で
の
抽
選
と
な
り
、
抽
選
会
を

開
催
す
る
場
合
は
、
別
途
案
内

を
受
け
決
定
致
し
ま
す
。
そ
の

上
で
６
月
末
に
予
約
確
定
し
、

内
定
書
を
受
領
し
確
定
致
し
ま

す
。
そ
の
後
、
予
約
の
正
式
受

付
開
始
に
な
り
ま
す
。

正
式
予
約
す
る
場
合
は
会
場

費
の
支
払
い
も
必
要
に
な
り
ま

す
が
、
従
来
、
出
展
者
の
確
定

後
に
参
加
費
を
頂
き
ま
す
の

で
、
費
用
が
手
元
に
あ
り
ま
せ

ん
。
後
日
支
払
い
の
承
諾
を
得

る
手
続
し
ま
す
。
費
用
は
ｂ
１

と
ｂ
２
の
併
せ
て
約
１
８
万
円

以
上
の
支
払
い
に
な
り
ま
す
。

公
開
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午

後
６
時
ま
で
に
致
し
ま
し
た
。
も

っ
と
遅
く
ま
で
使
用
可
能
で
す

が
、
当
番
や
見
に
来
ら
れ
る
方
の

こ
と
を
勘
案
す
る
と
こ
の
時
間
で

十
分
と
判
断
し
、
従
来
通
り
の
時

間
に
設
定
し
て
お
り
ま
す
。

尚
、
今
回
の
作
品
展
は
協
会
創

立
１
０
周
年
記
念
の
作
品
展
と
な

り
ま
す
の
で
、
特
別
な
企
画
も
必

要
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
会
員

の
皆
様
か
ら
も
何
か
良
い
ア
イ
デ

ア
が
有
り
ま
し
た
ら
是
非
ご
助

言
、
ご
提
案
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
連
絡
先
は
事
務
局
か
役
員

・
幹
事
に
口
頭
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
、
お
手
紙
等
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
是
非
共
盛
り
上
が
り
の
あ
る

作
品
展
の
開
催
に
し
た
い
の
で
、

積
極
的
な
出
展
参
加
と
ア
イ
デ
ア

提
供
を
宜
し
く
お
待
ち
申
し
上
げ

ま
す
。
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こ
ん
な
話
、
あ
ん
な
話

第
二
十
九
話

「
ご
無
沙
汰
に
な
り
つ
つ
あ
る
も
の
」

編
集
後
記

今
回
か
ら
藤
枝
前
編
集
担

当
幹
事
よ
り
引
き
継
ぎ
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

進
藤
幹
事
長
よ
り
会
報
作

り
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
預
か
っ

て
練
習
を
続
け
、
お
陰
様
で

何
と
か
こ
こ
ま
で
こ
ぎ
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
秋
田
の
小
林
会

員
、
山
形
の
南
会
員
か
ら
原

稿
の
ご
提
供
を
頂
き
作
成
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
読
み
や
す

い
紙
面
に
す
る
よ
う
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆

様
か
ら
の
原
稿
ご
提
供
、
ご

協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

阿
部

和
之

『

今

、

原

点
に
返
っ
て
』

南

正

一

先
日
、
写
真
撮
影
用
機
材

の
整
理
を
し
た
。

「
良
く
も
ま
あ
こ
ん
な
に

集
め
た
も
の
だ
」
と
、
言
う

ほ
ど
写
真
撮
影
用
機
材
が
あ

っ
た
。
こ
れ
っ
て
み
ん
な
ナ

ケ
ナ
シ
ノ
お
金
を
投
じ
て
買

っ
た
も
の
だ
よ
ね
。
代
表
格

は
三
脚
。
大
小
取
り
混
ぜ
て

６
本
有
る
。
そ
の
う
ち
よ
く

お
世
話
に
な
る
の
は
２
本
ぐ

ら
い
か
な
。
レ
リ
ー
ズ
７
本

（
機
種
違
い
で
し
ょ
う
が
な

い
か
）
露
出
計
４
台
。
フ
ラ

ッ
シ
ュ
メ
ー
タ
ー
１
台
。
ス

ラ
イ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
２

台
。
Ｂ
４
サ
イ
ズ
ラ
イ
ト
ボ

ッ
ク
ス
２
台
。
フ
イ
ル
ム
カ

メ
ラ
、
ウ
ン
十
台
。
三
脚
以

外
は
す
べ
て
フ
イ
ル
ム
撮
影

時
代
の
産
物
で
今
と
な
っ
て

は
出
番
が
無
く
な
っ
て
き
て

い
る
。

今
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に

は
手
振
れ
補
正
機
能
が
付
い

て
お
り
、
三
脚
も
レ
リ
ー
ズ

も
特
殊
な
撮
影
以
外
は
お
呼

び
で
無
い
位
使
わ
な
く
な
っ

た
。
見
る
と
薄
っ
す
ら
と
埃

を
か
ぶ
っ
て
い
る
よ
う
な
。

な
ん
て
情
け
な
い
事
だ
ろ

う
。
露
出
計
も
フ
ラ
ッ
シ
ュ

メ
ー
タ
ー
も
色
温
度
メ
ー
タ

ー
も
使
う
時
は
新
し
い
電
池

に
入
れ
替
え
な
い
と
怪
し

い
。
以
前
は
あ
ん
な
に
お
世

話
に
な
っ
た
の
に
。
あ
ん
な

に
信
頼
し
て
活
躍
し
て
い
た

の
に
。
「
ご
め
ん
な
さ
い
」

と
、
つ
い
口
か
ら
侘
び
が
出

て
し
ま
っ
た
。

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
時
代
に

な
っ
て
そ
れ
ら
の
機
能
は
備

わ
っ
て
い
る
。
で
も
本
当
に

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
機
能
を

信
用
し
て
良
い
の
か
な
な
ん

て
思
う
と
き
が
あ
る
。
だ
っ

て
撮
影
し
た
画
像
を
簡
単
に

変
化
さ
せ
る
こ
と
も
朝
飯
前

だ
し
。
い
い
と
こ
撮
り
し
た

複
数
の
画
像
を
混
ぜ
合
わ
せ

て
最
適
な
？
一
枚
に
合
成
し

て
し
ま
う
し
｛
Ｈ
Ｄ
Ｒ
と

か
｝
い
や
は
や
撮
影
も
カ
メ

ラ
の
性
能
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
と
な
っ
て
、
自
分
の
気
持

ち
を
乗
せ
る
の
が
大
変
だ

あ
。話

を
前
に
戻
す
が
、
使
う

頻
度
が
低
く
な
っ
た
撮
影
機

材
を
整
理
し
た
ら
、
部
屋
の

中
が
広
く
な
り
ま
し
た
。
家

の
つ
れ
あ
い
が
そ
れ
を
見

て
、
「
ま
あ
、
さ
っ
ぱ
り
し

た
わ
ね
。
使
う
も
の
だ
け
で

写
真
を
撮
っ
た
ほ
う
が
シ
ン

プ
ル
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
」
な

ん
て
の
た
ま
い
申
す
。
悔
し

い
け
ど
反
論
の
言
葉
が
見
つ

か
ら
な
い
。
今
ま
で
撮
っ
た

写
真
の
評
価
も
彼
女
は
厳
し

か
っ
た
が
、
「
機
材
に
頼
っ

て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
」
な

ん
て
言
わ
れ
た
ら
、
な
に
く

そ
と
奮
起
す
る
次
第
で
あ

る
。昨

年
、
よ
う
や
く
会
社
勤

め
を
卒
業
し
て
、
こ
れ
か
ら

『
カ
レ
ン
ダ
ー
工
房
』
へ
の
ご
招
待小

林
一
敏

気
合
を
入
れ
て
撮
影
を
す
る

ぞ
と
思
っ
て
い
た
ら
、
な
か

な
か
思
う
よ
う
に
撮
影
に
出

か
け
ら
れ
な
い
。
家
の
仕
事

を
仰
せ
つ
か
っ
て
、
何
と
か

こ
な
さ
な
い
と
厭
味
の
ひ
と

つ
も
言
わ
れ
か
ね
な
い
。
ま

て
よ
彼
女
か
ら
見
た
ら
私
も

永
年
の
使
用
頻
度
の
低
い

「
対
象
」
な
の
か
も
。
と
い

う
事
は
、
整
理
予
備
軍
の
第

一
候
補
か
。
（
と
ほ
ほ
、
情

け
な
い
。
頑
張
ら
な
く
っ
ち

ゃ
。
頑
張
ら
な
く
っ
ち
ゃ
）

（
二
〇
一
五
年
六
月

丸
山
慎
一
）

あ
な
た
の
撮
っ
た
写
真
を

使
い
、
素
敵
な
カ
レ
ン
ダ
ー

を
作
成
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

『
カ
レ
ン
ダ
ー
工
房
』
は
、

私
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
提

供
し
て
い
る
カ
レ
ン
ダ
ー
作

成
フ
リ
ー
サ
イ
ト
で
す
。

画
像
を
送
信
後
、
必
要
な

項
目
を
指
示
す
る
と
、
自
動

的
に
カ
レ
ン
ダ
ー
が
画
像
フ

ァ
イ
ル
と
し
て
出
力
さ
れ
ま

す
か
ら
、
と
っ
て
も
簡
単
で

す
。も

ち
ろ
ん
無
料
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
試
し
を
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
ど
こ
に
？

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：/

/

ｅ-

ｋ
ａ

ｂ
ｅ
．
ｓ
ａ
ｋ
ｕ
ｒ
ａ
．
ｎ

ｅ
．
ｊ
ｐ/

ｋ
ａ
ｂ
ｅ/

ｓ

ｉ
ｔ
ｅ/

ｙ
ｏ
ｍ
ｉ
．
ｃ
ｇ

ｉ
？
ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
＝
ｋ
ｔ
＆
ｋ

ｔ
＝
０
５

が
、
カ
レ
ン
ダ

ー
工
房
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
す
。

こ
れ
を
１
文
字
ず
つ
入
力

す
る
の
は
大
変
で
す
が
、
Ｇ

ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

か
ら"

カ
レ

ン
ダ
ー
工
房"

で
検
索
す
る

と
簡
単
に
見
つ
け
ら
れ
ま

作
れ
る
カ
レ
ン
ダ
ー
の
種
類

用
紙
サ
イ
ズ
は
２
Ｌ
、
Ａ

５
、
Ａ
４
、
Ａ
３
、
Ａ
３
ノ

ビ
の
５
種
類
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
サ
イ
ズ
に
た
く
さ
ん
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
あ
な
た
好
み
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作

成
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

Ａ
４
サ
イ
ズ
以
上
に
な
る

と
、
六
曜
（
大
安
、
仏
滅
な

ど
）
と
24
節
気
（
春
分
、
夏

至
、
冬
至
な
ど
）
の
表
示
に

対
応
し
て
お
り
、
ま
た
中
段

に
前
後
月
の
小
カ
レ
ン
ダ
ー

を
組
み
込
む
こ
と
が
可
能
で

す
。画

像
の
準
備
と
作
成
時
の

留
意
点

カ
レ
ン
ダ
ー
に
組
み
込
む

画
像
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
イ

ズ
に
記
載
さ
れ
た
内
容
に
合

わ
せ
て
あ
ら
か
じ
め
自
分
で

用
意
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。送

信
さ
れ
た
画
像
が
指
定

サ
イ
ズ
に
合
わ
な
い
と
、
ト

リ
ミ
ン
グ
や
拡
大
・
縮
小
を

自
動
的
に
行
い
ま
す
が
、
事

す
。
検
索
画
面
で
は
た
く

さ
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

出
て
き
ま
す
が
、
単
純
に

「
カ
レ
ン
ダ
ー
工
房
」
と

だ
け
記
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
レ
ン
ダ
ー
工
房
は
私

の
メ
イ
ン
サ
イ
ト
の
サ
ブ

サ
イ
ト
と
し
て
運
用
し
て

お
り
、
手
作
り
の
た
め
見

栄
え
は
悪
い
で
す
が
、
得

ら
れ
る
カ
レ
ン
ダ
ー
は
３

０
０
ｄ
ｐ
ｉ
と
高
品
質

で
、
か
な
り
本
格
的
で

す
。
き
っ
と
ご
満
足
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

画
像
を
多
用
す
る
ア
プ

リ
は
サ
ー
バ
へ
負
荷
が
か

か
る
の
で
あ
ま
り
宣
伝
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し

口
コ
ミ
で
広
が
っ
て
利
用

す
る
人
が
増
え
、
毎
日
た

く
さ
ん
の
カ
レ
ン
ダ
ー
が

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用

し
て
作
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
教

材
と
し
て
利
用
し
て
い
る

例
も
あ
り
ま
す
。

前
に
指
定
サ
イ
ズ
通
り
に
作

成
す
る
の
が
ベ
タ
ー
で
す
。

規
定
を
超
え
た
容
量
の
画
像

を
送
信
す
る
と
エ
ラ
ー
と
な

り
ま
す
の
で
、
容
量
制
限
は

必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
３
Ｍ
Ｂ
近
い
画
像

を
使
用
す
る
場
合
、
時
と
し

て
カ
レ
ン
ダ
ー
が
作
成
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
サ
ー
バ
に
ア
ク
セ
ス
が

集
中
し
て
負
荷
が
掛
か
り
過

ぎ
た
た
め
に
起
こ
る
現
象
で

す
。
少
し
時
間
を
置
い
て
再

挑
戦
を
試
み
て
く
だ
さ
い
。

カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
デ
ジ
カ

メ
で
一
般
的
に
利
用
さ
れ
る

Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式(
拡
張
子
ｊ

ｐ
ｇ)

で
出
力
さ
れ
ま
す
。

出
力
後
は
Ｈ
Ｄ
な
ど
に
保
存

し
た
後
印
刷
す
る
な
ど
、
ご

自
由
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
デ
ー
タ
・
印
刷
と

も
有
償
で
頒
布
す
る
こ
と
は

認
め
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

【
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
下
さ
い
。
】

て
く
れ
ま
す
。
風
景
写
真
の

力
で
あ
り
役
割
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

人
そ
れ
ぞ
れ
に
も
第
1
の

ふ
る
さ
と
、
第
２
の
ふ
る
さ

と
が
あ
り
、
古
里
を
思
い
ま

す
。
目
を
つ
む
る
と
浮
か
び

思
い
出
せ
ば
心
の
中
に
あ
る

ふ
る
さ
と
。
ふ
る
さ
と
は
優

し
く
力
強
い
。

▼
神
仏
を
超
え
て
、
一
人
ひ

と
り
の
心
の
表
現
が
で
き
る

写
真
。
暗
中
模
索
の
中
で
ふ

る
さ
と
が
目
に
浮
か
び
、
心

の
ふ
る
さ
と
が
風
景
写
真
の

中
に
あ
り
ま
す
。
語
ら
ず
と

も
教
え
て
く
れ
る
気
付
か
せ

て
く
れ
る
風
景
写
真
。
そ
し

て
、
「
あ
な
た
と
私
」
な
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

▼
地
方
創
生
と
人
を
呼
び
込

む
た
め
に
観
光
や
移
住
に

と
、
各
地
方
で
競
争
の
よ
う

に
必
死
で
あ
り
ま
す
。

人
口
減
少
の
歯
止
め
に
は

難
し
い
部
分
が
あ
り
ま
す

が
、
地
方
創
生
な
ど
と
い
う

の
は
、
も
う
20
年
前
か
ら
す

る
べ
き
だ
っ
た
と
思
う
の
で

す
。
今
ま
で
は
良
か
っ
た
。

▼
少
子
化
に
社
会
保
障
が
充

実
し
て
き
た
た
め
に
、
将
来

結
婚
し
な
く
て
も
他
人
と
関

わ
り
な
く
て
も
一
人
で
生
き

て
い
か
れ
る
。
そ
ん
な
社
会

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

社
会
全
体
が
人
間
の
生
き
方

ま
で
も
注
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

▼
こ
ん
な
話
を
し
ま
し
た
。

５
年
生
の
子
供
さ
ん
に
『
ぼ

く
は
、
い
つ
人
間
だ
と
認
識

し
た
の
？
』
、
と
聞
く
と

『
う
ん
・
ぼ
く
人
間
だ
よ
、

誰
に
教
え
て
も
ら
わ
な
く
て

も
知
っ
て
い
る
よ
』
と
答
え

ま
し
た
。
『
誰
か
ら
も
教
え

て
も
ら
わ
な
く
て
も
知
っ
て

い
る
。
す
ご
い
な
ー
と
思
い

ま
し
た
』
。

▼
人
が
生
き
て
い
く
の
に
必

要
な
の
は
お
金
だ
け
で
あ
ろ

う
か
、
と
考
え
る
時
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
と
も
水
や
食
料

や
燃
料
だ
ろ
う
か
。
そ
し

て
、
人
と
の
か
か
わ
り
で
あ

ろ
う
か
と
考
え
ま
す
。
少
し

は
収
入
は
減
る
が
自
然
と
関

わ
り
あ
い
里
山
で
農
作
物
な

ど
を
作
り
、
お
金
だ
け
に
依

存
し
な
い
暮
ら
し
が
し
た

い
。
自
然
の
ル
ー
ル
を
守

り
、
人
間
ら
し
く
心
豊
か
に

ゆ
っ
く
り
と
生
活
し
生
き
た

い
と
語
る
人
。
そ
ん
な
若
者

た
ち
が
増
え
て
い
ま
す
。
改

め
て
自
然
や
風
景
写
真
の
中

か
ら
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

▼
光
と
影
、
ゼ
ロ
か
ら
プ
ラ

ス
と
マ
イ
ナ
ス
。
吸
う
こ
と

吐
く
こ
と
。
生
き
る
こ
と
死

ぬ
こ
と
。
強
い
も
の
と
弱
い

も
の
。
嬉
し
い
こ
と
と
悲
し

い
こ
と
。
社
会
は
二
つ
で
一

つ
。
そ
ん
な
「
当
た
り
前
」

の
こ
と
を
自
然
と
風
景
写
真

か
ら
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

▼
風
景
写
真
は
人
の
心
を
和

ま
せ
、
希
望
と
勇
気
を
与
え

初雪の田麦俣


